
　今回は、複素数を利用して原点を通る直線についての対称移動について学びます。

　複素数平面上にある２点、O 0 10  、A 0U 3 1+i  を通る直線OAに関して点 z を対称移動した点を w とするとき、 

w を z を用いて表しなさい。
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